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1、  研究背景・目的	
	 近年のスマートフォンやタブレット端末の普及により、
私たちは SNS をより手軽に利用することが可能になった。

そのため、Twitter や Blog、Instagram などで情報を発信

し、リアルタイムで情報を共有、拡散できるようになった

[1]。私たちの研究グループでは SNS への書き込みを用い

た分析が行われている。その分析を行うにあたって、鳥取

大学の石井晃・デジタルハリウッド大学大学院の吉田就彦

らによって提案されたヒット現象の数理モデル[2-3]とい

う数式を用いている。過去の研究で AKB48 の総選挙の順位

予測や映画のヒット予測などで数理モデルの応用に成功

している[4]。また、東京大学の川畑泰子は、海外のアー

ティストの音楽コンサートで数理モデルの応用に成功し

ている[5]。近年は CD の売れ行きが年々減少している。し

かしその一方で、ライブの売り上げは年々増加している

(図 1 参照)[6]。	 	

	 ダンス＆ボーカルユニットの EXILE は、ダンスと音楽の

融合を確立しダンサーに活躍の場を作った。そのパフォー

マンスのスタイルから生のステージ、すなわちコンサー

ト・ライブを大切にしている。2008 年にはアルバム、シ

ングル、配信のトータルセールスが国内アーティストナン

バーワンを記録し、2008 年-2010 年、2013 年の計 4 回日

本レコード大賞を受賞している[7-8]。また、弟分の三代

目 J	Soul	Brothers や GENERATIONS などと EXILE からなる

EXILE	TRIBE も近年多くのライブを行っているほか、それ

ぞれのグループごとの単独ライブでも観客動員数を増や

している[9]。（図 2-3 参照）	

	
図 1	 CD とコンサートの売上の推移：図は文献[5]の引用	

	

	
図 2	 EXILE の観客動員数	

	

	

1.鳥取大学持続性社会創生科学研究科	

2.東京大学情報理工学研究科	

	

	
図 3	 三代目	J	Soul	Brothers の観客動員数	 	

 
	 EXILE	TRIBE は 2016 年に世界初の総合エンターテイン
メントプロジェクトとして HIGH&LOW を開催。ライブだけ

でなく映画やドラマなどにも進出している。また、三代目

J	Soul	Brothers は 2014 年-2015 年に日本レコード大賞を

受賞し、2015 年に世界的ギタリスト SLASH と世界的 DJ の

Afrojack とコラボレーションした[8][10-12]。	

	 所属事務所の株式会社 LDH は 2016 年 7 月 22 日に

Afrojack とマネージメント契約をした。2017 年元旦には

日本以外にもアジア、ヨーロッパ、アメリカに事務所を構

えることが正式に決まり、世界進出に向けて足場を作って

いるところである[13]。	

	 今や日本を代表するアーティストになった EXILE や三

代目 J	Soul	Brothers などの EXILE		TRIBE が所属する株

式会社 LDH は近年創立した音楽事務所では最も精力があ

り、現在の日本の音楽シーンを分析するには非常に重要な

研究対象である。また、特にライブを分析するにあたり近

年、ドームツアー、アリーナツアーを数多く開催していて、

男性グループだけでなく女性グループも所属している

EXILE	TRIBE は研究の対象として非常に重要なアーティス

トである。（表 1参照）	
 

表 1	 過去 3 年間の EXILE	TRIBE	のライブ	

 
 
2、EXILE	TRIBE とは	
	 EXILE	TRIBE とは、株式会社 LDH に所属する、EXILE、
三代目 J	Soul	Brothers、GENERATIONS、EXILE	THE	SECOND、

劇団 EXILE、THE	RAMPAGE、	SAMURIZE からなるグループの

総称。	

	 なお今回の研究ではライブの分析を行うことから、劇団

EXILE、THE	RAMPAGE、SUMURISE を除く EXILE、EXILE	THE	

SECOND、三代目 J	Soul	Brothers、GENERATIONS に加え EXILE	

TRIBE のライブに参加している同じ事務所の E-girls の 5

つのグループを今回の研究ではEXILE	TRIBEと呼ぶことに

する。	
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図 4	 EXILE	TRIBE の組織図	 	 	 	 	

引用：http://ticket.st/exile-ryu/3899jt3ed	

	
3、ヒット現象の数理モデル	
	 本研究で用いるヒット現象の数理モデルを示す。	

	

(1)	

I(t)は、ある物事に対する興味・関心を表す量である。左

辺は興味・関心の時間変化を表す。右辺の第 1項はテレビ

やネットニュースによる影響を表し、第 2項は会話による

影響（直接コミュニケーション）を表し、第 3項は噂によ

る影響（間接コミュニケーション）を表す。	

	 ヒット現象の数理モデルの c,D,P の係数のことをパラ

メータとよんでいる。	

	 本研究では、このヒット現象の数理モデル[3]を用いて

EXILE	TRIBE の分析を行う。	

	

4、計算方法	
	 今回の研究ではライブに関する人々の興味関心を分析
するため、1つのライブツアーが完結するまでの工程を 1、
ツアー日程解禁	 2、チケット当落発表	 3、ライブツアー
開催期間の 3つに分け Twitter、ブログの両方で計算した。
（図 5-7参照） 

	
図 5	 ツアー日程解禁のグラフ	

	 ツアー日程解禁は、ツアー開催日、開催場所が正式に公式 HP

で発表された日とし、その日にちで区切って前後 1週間を分析期

間として計算した。	

	
図 6	 チケット当落のグラフ	

	 チケット当落発表は、各アーティストのファンクラブで当落が

発表された日とし、その日にちで区切って前後 1週間を分析期間

として計算した。	

	
図 7	 ライブツアー開催期間	

	 ライブツアー開催期間は、各ライブ日で区切ってライブ開催前、

ライブ、ライブ間、ライブ、・・・、ライブ後というようにライ

ブがある日とない日に分割して計算を行った。	

	

5、計算結果	
	本研究では EXILE	TRIBE の計 10 回分のライブについて
Twitter と Blog の両方で計算した。ここではその一部を

計算結果として載せる。	

	 	

5.1	 ツアー日程解禁	

	

 
図 8	 ツアー日程解禁	 ドーム公演の計算結果	

上のグラフが HiGH&LOW	THE	LIVE の Twitter、下のグラフが三代

目 J	Soul	Brothers	LIVE	TOUR	2015	BLUE	PLANET のブログの直

接コミュニケーションの値と間接コミュニケーションの値を表

している。青の棒グラフがツアー日程解禁前のパラメータの値を

示し、赤の棒グラフがツアー日程解禁後のパラメータの値を示し

ている。値は左側の軸に対応する。	

	

dI(t)
dt

= cζAζ
ζ

∑ (t)+DI(t)+PI(t)2
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図 9	 ツアー日程解禁	 アリーナ公演の計算結果	

上のグラフがE-girls	LIVE	TOUR	2015	COLERFUL	WORLDの Twitter、

下のグラフが E-girls	LIVE	TOUR	2015	E.G.SMILE のブログの直

接コミュニケーションの値と間接コミュニケーションの値を表

している。青の棒グラフがツアー日程解禁前のパラメータの値を

示し、赤の棒グラフがツアー日程解禁後のパラメータの値を示し

ている。値は左側の軸に対応する。	

 
	 ドームツアーの例として 2016 年の HiGH&LOW	THE	LIVE

のTwitterと三代目J	Soul	Brothers	2015年のBLUE	PLANET

のブログの計算結果を、アリーナツアーの例として

E-girls	2015 年の COLORFUL	WORLD の Twitter と E-girls	

2016 年の E.G.SMILE のブログの計算結果である。	

	 D(直接コミュニケーション)と P（間接コミュニケーシ
ョン）の値に注目してほしい。青棒がツアー日程解禁まで

の 1週間、赤棒がツアー日程解禁からの 1週間を表してい
る。ドームツアーでは Dも Pも下がっているが、アリー
ナツアーでは Dは下がっているが Pは上がっているとい
う傾向があることがわかる。これは、ドームツアーは日程

が解禁されてもどこで何回ぐらいライブをやるかは予想

がつき、ファンが気にするのはおおよそ日時だけである。

しかし、アリーナの場合、大都市以外にもツアーを回る機

会がたくさんあり、地方のファンにもライブを身近で楽し

める確率が上がる、さらにアリーナツアーはドームツアー

と異なり、1会場あたりの公演数が少なくたくさんの都市
を回る。そのため、地方のファンを中心に日程が解禁され

てから噂が広まり、間接コミュニケーションが高くなると

予想される	
	 	

5.2	 チケット当落	

	

	
図 10	 チケット当落	 ドーム公演の計算結果	

上のグラフが HiGH&LOW	THE	LIVE の Twitter、下のグラフが三代

目 J	Soul	Brothers	LIVE	TOUR	2015	BLUE	PLANET のブログの直

接コミュニケーションの値と間接コミュニケーションの値を表

している。青の棒グラフがツアー日程解禁前のパラメータの値を

示し、赤の棒グラフがツアー日程解禁後のパラメータの値を示し

ている。値は左側の軸に対応する。	

	

	

	
図 11	 チケット当落	 アリーナ公演の計算結果	

上のグラフがE-girls	LIVE	TOUR	2015	COLERFUL	WORLDの Twitter、

下のグラフが E-girls	LIVE	TOUR	2015	E.G.SMILE のブログの直

接コミュニケーションの値と間接コミュニケーションの値を表

している。青の棒グラフがツアー日程解禁前のパラメータの値を

示し、赤の棒グラフがツアー日程解禁後のパラメータの値を示し

ている。値は左側の軸に対応する。	

	

	 計算対象のライブはツアー日程解禁と同様である。	

チケット当落発表の前後では Twitter、ブログ上で Dの値

が下がり、Pの値が上がる傾向にある。これはチケット当

落前では、知人や友達、ファン同士でライブ当選したら行

きましょう。など仲間内でのやり取りが多くなっているこ

とが可能性としてあげられる。またチケット当落後は、落

選した人がライブのチケット余っていたらください。など

とツイートしたものがリツイートによって広まったり、当

選した人がチケット余ってます。などとしてツイートした

ものが広まることで間接コミュニケーションの値が高く

なっているのではないかと考える。		
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5.3	 ライブツアー開催期間	

	

	

	
図 12	 ライブ開催期間中の EXILE AMAZING WORLD 2015の

計算結果 
上の 2つのグラフ：青線が Twitterまたはブログの書き込み件数、
赤線が計算結果を表し、値は左側の縦軸に対応する。また、緑の

棒グラフがテレビ露出件数、紫の棒線がウェブニュースの件数を

表し、値は右側の縦軸に対応する。水色の棒線はライブ開催日を

表している。 
直接コミュニケーションは左が Twitter、右がブログである。青
の棒グラフがライブが行われていない期間、赤の棒グラフがライ

ブ開催日のパラメータの値を示している。値は左側の軸に対応す

る。 
	  
	 これはライブ開催期間の EXILE2015年の計算結果で
ある。Twitter、ブログともにヤフオクドームの Dの値が
高くなっている。 
これは、このライブツアーをもってパフォーマーの引退を

表明していた、EXILEのオリジナルメンバーUSA、
MATSU、MAKIDAIの最後のライブになったということ。
さらに、サプライズゲストとして 2013年に EXILEを勇
退した元EXILEパフォーマーのHIROが登場したことが
影響していると考えられる。 
 
6、まとめ	
今回の研究を通して、以下の 3つのことがわかった。 
１、	アリーナツアーではツアー日程が発表されると間

接コミュニケーションの値が高くなる。	

２、	チケット当落発表後は Twitter での間接コミュニ

ケーションが高くなる。	

３、	EXILE のヤフオクドーム公演にあるようにメンバ

ー最後のライブなど、たくさんライブがある中で

も特別な 1回であったり、サプライズがない限り

大幅にパラメータは動かない。	
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